
幹 部 会 報 告 資 料 
令和 6 年 8 月 19 日 
防 災 危 機 管 理 局 

事
項 令和 6年度なごや市民総ぐるみ訓練の実施について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

１ 目 的 

  市民、防災関係機関、事業者及び本市が協力・連携して地震災害を想定した総

合的かつ実践的な訓練を実施することにより、災害時の応急対策に関する具体的

な運用等を検証し、訓練参加機関等の地震災害時における相互協力体制を確立す

るとともに、市民の防災意識の高揚を図ることを目的とする。 

 

２ 訓練項目及び訓練実施日 

  区 分 実施日 

各区総合防災訓練 令和 6年 9月 1日（日） 

各局室訓練 
市災害本部運営訓練実施日前の 

各訓練計画で定める日 

市災害対策本部運営訓練 令和 6年 11 月 13 日（水） 

 

３ 訓練内容等 

(1) 各区総合防災訓練（訓練の詳細については別紙１、２のとおり） 

救出・救護訓練や指定避難所運営訓練など地震災害時の応急対策訓練を行う

とともに、防災に関する知識の向上や普及啓発を目的とした住民参加・体験型

の訓練を行います。 

今年度の防災訓練重点区である中区及び港区では消防、警察、自衛隊等によ

る救出救助訓練や指定公共機関などと連携した総合的な訓練を行うとともに、

一部の区では、能登半島地震を踏まえた啓発パネルの展示や、実際に現地へ派

遣された職員による講話等を行います。 

また、瑞穂区では、今回の訓練会場及び災害時の緊急物資集配拠点でもある

パロマ瑞穂アリーナにおいて、本市と協定を締結しております佐川急便様ご協

力のもと、物資の搬入・搬出等を行う、緊急物資集配拠点訓練を行います。 

※市長は中区と港区（防災訓練重点区）に巡視予定です。 

(2) 各局室訓練 

各局室の災害応急対策上の任務に応じた訓練を行います。 

(3) 市災害対策本部運営訓練（詳細は、別途情報提供いたします） 

南海トラフ地震対応における本市としての情報処理、意思決定及び連絡調整

に係る訓練を行います。 

備
考 本件は、本日市政記者クラブへ資料提供します。 

（防災危機管理局危機対策課 内線 3522） 



 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

市内全域の同報無線や防災ラジオ、市公式ウェブサイト、SNS、
防災アプリ等により、  
午前８時３０分：緊急地震速報（市内全域） 
午前８時３３分頃：避難指示「大津波警報」（一部地域） を伝達 
 

※名古屋市公式ウェブサイトや SNS でも災害に関する情報や避難に関する情報提供
を行います。 

～訓練の流れ～ 
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※緊急地震速報・避難指示（大津波警報）の際にはサイレンが鳴ります 

南海トラフ地震に備え、「名古屋市防災アプリ」や令和５年３⽉に全⼾配布した「なごや
ハザードマップ・防災ガイドブック」及び市⺠一⼈ひとりの避難行動計画を作成するた
めの「わが家のマイ・タイムライン」を活用し、災害への備えを確認してください。 

※訓練に参加できない方も※ 

避難行動の開始 

避難完了 

安全で確実な避難のために各種災害対応を一体的に実施 
 

区の職員、消防団による 
避難情報の広報 

区の職員、消防団、警察などによる 
避難誘導 

地域内での要配慮者の 
避難支援 

全市一斉情報伝達訓練 

一斉安否確認・避難訓練 

各区の訓練会場において避難所運営等に関する様々な体験型・実
践型の訓練を実施 

身を守る行動をとる 
（シェイクアウト） 

地域住⺠による 
安否確認 

住民参加型訓練 



区 訓練会場 訓練の特色等

千種 内山小学校
・実際の災害時を想定した道路啓開訓練、薬品運搬訓練及び放水訓練を実施
・火災を想定した煙道体験を実施
・基本的な災害時のトイレと水にまつわる講習及び救命講習の実施

東 葵小学校
・避難所運営訓練を実施（特設公衆電話、Wi-Fi、簡易トイレ、避難所体験など）
・AED、消火器などの取り扱い訓練を実施
・防災ボランティアネットワークの指導のもと、福祉避難スペース開設・誘導訓練を実施

北 大曽根中学校

・障害者が参加する避難所体験訓練や障害者本人が講師として参加する災害時要配慮者避難
援助訓練を実施
・医師会及び薬剤師会と連携した医療救護所設置訓練及び薬剤搬入訓練を実施
・指定避難所運営訓練を実施

西 天神山中学校
・ペット同行避難者受付訓練及びペットの避難に関する防災講話を実施
・避難行動マップを用いた住民避難行動訓練を実施

中村
中村区役所等複
合庁舎

・１６区で唯一、区役所庁舎が指定緊急避難場所・指定避難所として指定されてから行う、
初めての防災訓練
・避難する時のイメージを地域住民、職員がともに共有できるような訓練を実施

中
(重点区）

真宗大谷派名古
屋別院
【東別院】

・訓練学区の橘学区をはじめ、周辺４学区（橘、平和、松原、正木学区）になじみの深い東
別院を訓練会場とし、広く防災に関する知識を周知する
・警察署、土木事務所、消防署が連携した道路障害物の除去及び自動車からの救出救護訓練
を実施
・応急手当研修センターによる、小学生を対象とした救命講習を実施
・愛知県柔道整復師会による、避難所にて実施できる「エコノミークラス症候群」予防体操
の体験を実施
・名古屋国際センターと協力し、名古屋市に在住する外国人に対する防災への啓発を実施

昭和 桜山中学校

・要配慮者の方にご参加いただき、実際の障害等をヒアリングする避難所受付訓練を実施
・要配慮者毎に模擬的な福祉避難スペース、必要な設備等を紹介する訓練を実施
・能登半島地震で問題視されたトイレについて、能登半島地震での状況も踏まえ、トイレの
運用についての紹介、講義を実施

瑞穂
パロマ瑞穂ア
リーナ

・佐川急便株式会社協力による緊急物資集配拠点運営訓練を実施
・給水訓練、災害用トイレ、ペットの災害対策、瑞穂区障害者関係団体連絡会による講習な
ど、多様な訓練・講習を実施
・瑞穂区全体で安否確認訓練を実施

熱田 宮中学校
・災害救助地区本部委員向けの訓練を実施
・体育館内に各種防災関係機関のブースを「自助」「共助」「公助」という３つのカテゴリ
に分けて設置することで、参加者の防災意識及び知識の向上を図る

中川 山王中学校

・避難所開設訓練を行い、避難所開設に係る初動部分（施設の安全確認、施設内のレイアウ
ト、受付の設置、避難者の受入れまで）を管理組織のメンバーを中心に実施
・能登半島地震において災害時のトイレ対策が大きな課題となったことを受け、簡易パック
式トイレの使用方法や衛生管理について学ぶことが出来る訓練を実施

港
（重点区）

大手小学校

・訓練重点区として、23機関が参加
・住民参加型訓練（重量物排除訓練、仮設トイレ設置訓練、避難所開設訓練、電源協力車を
活用した給電訓練等）と講習（住民と障害者の意見交換を交えた要配慮者講習、ペット同行
避難講習等）を実施
・警察、土木、消防、陸上自衛隊による道路啓開から救助までの実践的な訓練を実施
・能登半島地震における被災地派遣活動のパネル展示
・港区全体で「無事ですカード」を活用した安否確認訓練を実施

南 南光中学校

・避難所運営訓練に加えて災害救助地区本部員と避難者（学区住民）がHUGを行うことで、
現状の検証と今後の改善を図る
・要配慮者の参加による安否確認訓練・避難訓練を実施するとともに、住民向けに要配慮者
講習や要配慮者避難支援体験を実施

守山 二城小学校

・守山区医師会も参加する訓練の実施（AED講習）
・訓練参加者全員が各種防災教室のメニューを体験する参加型訓練を実施
・能登半島震災における避難所支援についての講話を開催
・消防・土木・警察・自衛隊によるシナリオ訓練を実施

緑 南陵小学校
・避難所運営の班ごとに分かれ、関連する内容の訓練を実施
・消防署員による指導の下、高層建物から負傷者等を安全に階下に搬送する訓練を実施

名東 牧の池中学校

・自主防災会ごとに現地本部の場所や自主防災会の役割などを確認する避難訓練及び安否確
認訓練を実施
・災害ボランティアセンターの紹介、仮設トイレ組み立て、要支援者搬送訓練、起震車体
験、避難所での健康管理、応急給水訓練などの実践的な訓練を実施
・シェイクアウト訓練を実施するとともに、合同震災対応訓練として、グラウンドで被害状
況収集、道路啓開、放水訓練を実施

天白 南天白中学校

・医師会や女性会などの関係団体にも参加をいただき、関係機関・団体との連携を図る
・令和4年度に協定を締結した株式会社プロドローンにも訓練に参加いただき、災害時の区
本部と関係機関・団体の動き等について住民に周知する
・七尾市被災地派遣職員による講話を実施

                              　　   令和６年度 各区総合防災訓練 一覧　 　　　               別紙2



幹 部 会 報 告 事 項 
令和 6 年 8 月 19 日 

環 境 局 

事
項 

「環境デーなごや 2024」中央行事について 

みんなでめざそう！ネイチャーポジティブ＆カーボンニュートラル 

内 
 
 

容 

 

 

「環境デーなごや」中央行事は、市民・事業者・行政の協働により、環境に

ついて楽しみながら学べる市内最大級の環境イベントです。25 回目の開催とな

る今年は、「みんなでめざそう！ネイチャーポジティブ＆カーボンニュートラ

ル」をテーマに、日常生活でできる環境にやさしい行動について考え、持続可

能な未来に向けて取り組むきっかけとします。 

 

 

１ 日 時 

令和 6年 9月 14 日（土） 午前 10 時～午後 3時 

 

２ 場 所 

久屋大通公園（エディオン久屋広場、エンゼル広場、サカエ ヒロバス） 

 

３ 出展・協賛 

出展 116 団体、協賛 99 団体 

 

４ 主 な 内 容 

（1） ネイチャーポジティブとカーボンニュートラルを考える特別授業（エディオン久屋広場）  

タレントの松井珠理奈さんと一緒にネイチャーポジティブとカーボンニュ

ートラルについて学ぶステージ企画を実施します。 

 

（2） 燃料電池バス＆エコカーの展示（エディオン久屋広場） 

燃料電池バスや電気自動車など環境にやさしい車を展示します。外部給電

の実演やエコカークイズも行います。 

 

（3） ＡＲなごやの生きものチャレンジ（エンゼル広場） 

スマートフォンを使用して、拡張現実（ＡＲ）上でなごやの生きものに関

するクイズに答えるコーナーです。 

 

（4） ＳＤＧｓシールラリー 

ブースを巡りながらＳＤＧｓを学び、シールを集める企画を実施します。 

備
考 本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

 

（環境局環境企画部環境企画課 内線 2669） 



























 

幹 部 会 報 告 事 項 

令 和 6 年 8 月 19 日 

健 康 福 祉 局 

事 

項 
「あいサポート運動」に関する協定の締結及びあいサポーター養成研修の実施について 

内 

 

 

 

容 

 

 障害の特性を理解し、障害のある方に対してちょっとした手助けや配慮を実践する

「あいサポーター」を養成することにより、障害の有無に関わらず、全ての人が住みやす

い社会の実現を目指す「あいサポート運動」（平成 21 年に鳥取県で始まり、全国に広がっ

ている運動）を、令和 6 年 10 月から「ナゴヤあいサポート事業」として実施するため、

鳥取県と協定を締結します。 
 

１ 協定締結式 

（１）日時 令和 6年 8月 26 日（月）13 時 10 分～13 時 30 分 

（２）場所 名古屋市役所 本庁舎 2階 第一会議室          

（３）内容 協定の締結、写真撮影、質疑応答 など 

（４）出席者 ・鳥取県  県知事 

    ・名古屋市 市長、副市長、健康福祉局長、 

健康福祉局担当局長（地域共生社会推進） 他 

 

２ あいサポーター養成研修 

（１）日時 同日 13 時 40 分～14 時 50 分 

（２）場所 協定締結式に同じ          

（３）内容 ・あいサポート運動について 

・多様な障害の特性、困っていること、必要な配慮について 

・知的障害者擬似体験 

（４）出席者 市長、健康福祉局長 他 

 

３ 協定の内容 

鳥取県及び名古屋市が、連携して「あいサポート運動」を推進していくことで、市民、

事業者及び市職員の障害及び障害者理解を一層促進し、障害の有無に関わらず、全ての

人が住みやすい社会の実現を目指すもの。 

 

４ その他 

ナゴヤあいサポート事業の概要は別紙のとおり 

備 

考 
本件は、本日市政記者クラブへ資料提供します。 

（健康福祉局障害福祉部障害企画課：内線 2538）   



 

  
ナゴヤあいサポート事業の概要 

区  分 内   容 

趣  旨 

障害の特性を理解し、障害のある方に対してちょっとした手助けや配慮

を実践する「あいサポーター」を養成することにより、障害の有無にかか

わらず、全ての人が住みやすい社会の実現を目指す「あいサポート運動」

（平成 21 年に鳥取県で始まり、全国に広がっている運動）を、令和６年

10月から「ナゴヤあいサポート事業」として実施し、「意識のバリアフリ

ー行動」の推進に取り組んでいくもの。 

事 

    

業 

 

内 

 

容 

あいサ

ポータ

ー養成

研修 

実施

方法 

■集合研修（市民向け）の実施  

・令和 6年度 3回開催（合計500人程度） 

■派遣型研修（5名以上の学校や企業・団体向け）の実施 

 ・希望により随時開催 

■市職員研修において実施 

研 
修 
内 

容 

■「あいサポート運動」・障害理解について（30分程度） 

・「あいサポート運動」の趣旨・目的等 

・障害の社会モデルの説明 

・様々な障害の特性、困りごと、必要な配慮等 

・意識のバリアフリー行動について 

■（選択メニュー）障害理解を深める研修（60分程度）  

・車いす体験  ・アイマスク体験 ・手話体験 

・知的障害者擬似体験  ・障害者との交流  等から選択 

「あい 

サポー 

タ ー

等」 

の認定 

・研修受講者を「あいサポーター」として認定し、「あいサポートバッジ」

を交付（小・中学生は「あいサポートキッズ」として、「あいサポートス

トラップ」を交付） 

・研修受講した企業・団体を「あいサポート企業・団体」として認定し、

認定証、ステッカーを交付 

ステッ

プアッ

プ研修 

・「あいサポーター」が障害理解を深め、「意識のバリアフリー行動」の実

践に結びつけるため、ステップアップ研修を実施 

（令和7年度開始予定） 
 

 

あいサポートバッジ あいサポートストラップ あいサポートステッカー 

別紙 



 

 

【参考】あいサポート運動とは 
 

「あいサポート運動」は、誰もが、多様な障害の特性、障害のある方が困ってい

ること、必要な配慮などを理解して、障害のある方に対してちょっとした手助けや

配慮を実践することにより、誰もが暮らしやすい地域社会を、皆で一緒につくって

いく運動のことをいう。 

また、この「あいサポート運動」を実践する方を「あいサポーター」といい、所

定の「あいサポート研修」受講後、「あいサポーター」として認定される。 

 
【あいサポート運動の背景】 

平成21年 11月に鳥取県で始まり、全国に広がっている運動。 

令和 6 年 5 月現在、9 県 16 市 6 町が連携協定を締結し、この運動に取り組ん

でいる。 

        ・あいサポーター数：666,106人 

・あいサポーター企業・団体：2,986 企業・団体 

 
【あいサポートの名前】 

あいサポートの名前は、鳥取県で公募により決定されたもの。 

愛情の「愛」、私の「Ｉ」、支え合いの「合い」に共通する「あい」と、支える・

応援する意味の「サポート」を組み合わせ、障がいのある方を優しく支え、自分

の意志で行動することを意味している。 

 
【あいサポート運動のシンボルマーク】 

バッジのデザインは、障がいのある方を支える「心」を２つのハートを重ね

ることで表現している。 
後ろの白いハートは、障がいのある方を支える様子 

を表すとともに、「SUPPORTER（サポーター）」の「S」 

を表現している。 

ベースとしている「橙色（だいだいいろ）」は、鳥 

    取県出身で日本の障がい者福祉に尽力された糸賀一 

雄氏の残した言葉「この子らを世の光に」から「光」 

や、「暖かさ」をイメージするものとしている。 

また、「だいだい（代々）」にちなみ、あいサポーターが広がって、共生社会

が実現されることへの期待も込められている。 

 

あいサポート運動 シンボルマーク 



 

幹 部 会 報 告 事 項  

令和６年８月１９日  

 消 防 局 

事
項 

「マイナ救急」実証事業への参加について 

内
容 

 

名古屋市では、119 番通報の受付から 1秒でも早く傷病者のもとへ駆け付け、迅速

に医療機関へ収容するために、様々な取り組みを行っています。 

このたび、総務省消防庁が実施する「マイナ救急」実証事業に、本市域での事業効

果を検証・分析するため、全国最大規模となる市内全救急隊４９隊が参加します。 

 

１ 実施期間 

令和６年９月６日(金)から約２か月間 

 

２ 実施方法 

  傷病者のマイナ保険証を活用して、救急隊員がタブレット型専用端末で傷病者

の医療情報（診療情報・薬剤情報・手術情報・特定健診情報）を閲覧します。 

閲覧できた医療情報を搬送先医療機関の選定や応急処置に用いて、適切な医療

機関への迅速な搬送に役立てます。 

 

３ 期待される効果 

備
考 

本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供を行う予定です。 

（消防局救急課 内線３５５２） 

【傷病者のメリット】 

・息苦しいなど会話困難な場合でも、病歴や内服薬情報等の詳しい説明が不要 

【救急隊のメリット】 

・正確な情報に基づき医療機関の選定や適切な応急処置が可能 

【医療機関のメリット】 

・事前に正確な情報を把握することで、迅速な医療処置が可能 

救急医療の迅速化･円滑化 



幹 部 会 報 告 事 項
令和６年８月19日
名 古 屋 市 警 察 部

事項 名古屋市内の犯罪及び交通事故発生状況（令和６年７月末）

１ 犯罪発生状況

(1) 年間の特徴

〇 住宅対象侵入盗が増加

〇 自動車盗、自転車盗は激増

〇 名古屋市は政令指定都市の中で、

住宅対象侵入盗、自動車盗 ⇒ ワースト１位

自転車盗、侵入盗全般 ⇒ ワースト２位

(2) ７月単月での特徴

〇 住宅対象侵入盗は減少（-45.7％）

〇 自動車盗は増加（16.1％の増加）

内 〇 自転車盗は激増（17.7％、81件の増加）

(3) その他の特徴

〇 性犯罪が増加

〇 対策

・人通りの少ない暗がりではなく、通行量の多い道路を利用

・防犯ブザー等の活用

２ 交通事故発生状況

(1) 交通事故死者数 （）内は昨年同期比

容 愛知県：76人（－６人） 名古屋市：16人（－１人）

(2) ７月の名古屋市内の交通事故の特徴

〇 交通死亡事故なし

⇒ ただし、８月に入って死亡事故、重体事故が各２件ずつ発生

〇 ８月発生の死亡事故、重体事故はいずれも交差点内で発生

死亡事故は、交差点内の直進車両と右折車両の事故

重体事故は、車両と歩行者（高齢者）の事故

(3) 交通事故防止のポイント

ア 横断歩道では、信号を守ることに加えて、左右の確実な安全確認

イ 高齢者の行動特性を踏まえた運転

・高齢者は歩行速度がゆっくりになる

・高齢者は認知機能が低下（視野が狭くなり、周囲の状況を読み取る機能

が低下）する

３ その他

〇 自転車乗車時のヘルメット着用の促進

・努力義務化されたが、着用率が上がらない現状

・７月の調査結果 ⇒ 着用率13.8％

（地域別） 名古屋市：11.0％ 尾張部：14.6％ 三河部：17.6％

・市内でも区によって温度差（最高着用率：34.0％ 最低着用率：4.6％）

⇒ 名古屋市内でのヘルメット着用の機運を高めよう!!



Ｒ６年 Ｒ５年 増減 増減率 Ｒ６年 Ｒ５年 増減 増減率 Ｒ６年 Ｒ５年

29,000 26,619 +2,381 +8.9 11,939 11,179 +760 +6.8 41.2 42.0

1,617 1,846 -229 -12.4 455 470 -15 -3.2 28.1 25.5

764 762 +2 +0.3 210 204 +6 +2.9 27.5 26.8

105 126 -21 -16.7 44 23 +21 +91.3 41.9 18.3

234 344 -110 -32.0 86 102 -16 -15.7 36.8 29.7

2 516 383 +133 +34.7 207 166 +41 +24.7 40.1 43.3

3 6,827 5,816 +1,011 +17.4 3,099 2,718 +381 +14.0 45.4 46.7

4 814 789 +25 +3.2 341 454 -113 -24.9 41.9 57.5

名古屋市の重点犯罪 ※1　特殊詐欺の件数は尾張旭市を含む

Ｒ６年 Ｒ５年 増減 増減率 Ｒ６年 Ｒ５年 増減 増減率 Ｒ６年 Ｒ５年

4,701 4,154 +547 +13.2 1,944 1,794 +150 +8.4 41.4 43.2

217 239 -22 -9.2 77 68 +9 +13.2 35.5 28.5

83 111 -28 -25.2 19 35 -16 -45.7 22.9 31.5

事務所荒し 33 21 +12 +57.1 22 1 +21 +2100.0 66.7 4.8

40 29 +11 +37.9 19 7 +12 +171.4 47.5 24.1

2 91 55 +36 +65.5 36 31 +5 +16.1 39.6 56.4

3 1,217 1,092 +125 +11.4 539 458 +81 +17.7 44.3 41.9

4 152 130 +22 +16.9 59 75 -16 -21.3 38.8 57.7

名古屋市の重点犯罪 ※2　特殊詐欺の件数は尾張旭市を含む

　　　　　

名古屋市内
構成率（％）
〔対 県内〕

刑法犯認知件数

1

侵入盜

住宅対象侵入盗

出店荒し

1

住宅対象侵入盗

事務所荒し

出店荒し

自転車盗

刑法犯認知件数

侵入盜

特殊詐欺※1

自動車盗

区　分（手口別等）
愛知県内

自動車盗

自転車盗

特殊詐欺※２

７月単月

　犯罪発生状況

区　分（手口別等）
愛知県内 名古屋市内

構成率（％）
〔対 県内〕

　　令和６年７月末の犯罪発生状況

１～７月

 



愛 知 県 警 察 本 部

生 活 安 全 総 務 課

住宅対象

侵入盗
事務所荒し 出店荒し

認知件数

件( ) 210 44 86 3,099 165
増減

件( ) + 6 + 21 - 16 + 381 + 62
増減比

％( ) + 2.9% + 91.3% - 15.7% + 14.0% + 60.2%

認知件数

件( ) 341
増減

件( ) - 113

増減比

％( )
- 24 .9%

+ 24.7%

刑法犯

総数
侵入盗 自転車盗自動車盗 性犯罪

11,939 455

+ 760 - 15

207

+ 41

増減

（ 円）
約 億 万- 1 6 ,328

増減比

％( ) - 20.2%

+ 6.8% - 3.2%

特殊詐欺
（ 名古屋市部･･･尾張旭市を 含む ）

被害額

（ 円）
約 億 万6 4,447

７月に入り、ひったくりが多発しています。

場所 ： 名古屋市内に集中
時間 ： 昼間から深夜まで、幅広い時間帯で発生
状況 ： スクータータイプのバイクに乗った犯人が

追い抜きざまにバッグ等をひったくります

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ■✔

令 和 ６ 年 ８ 月 ９ 日

NO.８

令和６ 年７ 月末 暫定値 の犯罪発生状況( )

※性犯罪は、不同意性交等罪及び不同意わいせつ罪の合計 ※増減・増減⽐は前年同期⽐
※特殊詐欺は、組織犯罪特別捜査課による集計
※被害額は、キャッシュカード⼿渡し型被害による事後引き出し額を含む 千円以下は切り捨て

令和６年７月末における名古屋市の刑法犯認知件数
（暫定値）は、１１,９３９件（前年同期比+７６０件、+６. ８％）
で、高止まりの状態です。
愛知県：刑法犯認知件数２９,０００件（+ ２,３８１件、+ ８. ９％）

Ｉ ＫＥ

バイクに注意
自転車に注意

ACK
後方に注意
振り 返り 警戒

AG
バッ グは車道と
反対側に持つ

ひったくり多発

歩きスマホやイヤホンの使用は注意力散漫になるのでやめましょう！

３つのＢにご注意

発生地域別



（人）

(人）

-25.0% -37.5% +150.0% +150.0% ±0.0% -33.3%-56.7% +80.0% - -40.0% -33.3% -47.6%
-3 +9 +3 ±0 -3

増減率 -16.7% +75.0% -58.3% -50.0%
+12 +8 -4 -1 -10 -2前年比 -1 +3 -7 -2 -17

6 5 15 5 4 613 27 8 6 2 11

区分 千種 東 北 西

重傷者数 5 7 5 2

- ±0.0% - -100.0% -66.7%

(４)　区別重傷者数（令和６年７月末暫定）

±0.0% - -100.0% - - ±0.0%増減率 +300.0% -100.0% -100.0% ±0.0% -
+1 ±0 +1 ±0 ±0 -1-2 ±0 +1 ±0 -1 ±0

0 0 1 1 1 3死者数 4 0 0 2

中村

1
前年比 +3 -2

中 昭和 瑞穂 熱田 中川 南

1 1
+1

港 緑

港 緑中 昭和 瑞穂 名東 天白 守山

名東 天白 守山

0 0 1
-2

熱田 中川 南

-5.9%

(３)　区別死者数(令和６年７月末暫定）

（人）

区分 千種 東 北 西 中村

0
合計
30
34
16
-1

1 4 2 4 4 2R４年 2 2 3 2 4

-100.0%増 減 率 +100.0% +150.0% ±0.0% ±0.0% -100.0% ±0.0%
±0 -2 ±0 -4前年比 +2 +3 ±0 

3 2
R６年 4 5 3 3 0 1 0

2 1 4 4 2 6

８月 ９月 １０月 １１月 １２月

R５年 2 2 3 3

(2)　市内の月別死者数

年 / 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

○死 者 数 55.2% (目標30人未満)

○重傷者数 91.4% (目標140人未満)

愛知県

5,546

　交通事故発生状況(令和６年７月末暫定)

16,198

発 生 数 増 減 数

人身事故件数

区 分

406 -6 -1.5% 127 -15重傷者数

死者数

-36

+43 +0.3%

増 減 数 増 減 率

(1)　人身事故件数

死　傷　者　数

-0.3%

-6 -7.3%

13,630 4,692

期 間

76

+100 

+171 

-10.6%

発 生 数

+3.2%

16 -1 -5.9%

+2.2%

増 減 率 ※第11次交通安全計画の目標に対する発生率

名古屋市

0

2

4

6

8

令和4年 令和5年 令和6年

0

1

2

3

4

5

千種 東 北 西 中村 中 昭和 瑞穂 熱田 中川 南 港 緑 名東 天白 守山

令和５年 令和６年

0
5

10
15
20
25
30

千種 東 北 西 中村 中 昭和 瑞穂 熱田 中川 南 港 緑 名東 天白 守山

令和５年 令和６年

 



ア 　当事者別  イ　道路形状別

## ##

ウ　年齢層別 エ　主な事故類型別 オ　時間帯別

　 　

カ　法令違反別（第１原因） キ　飲酒運転事故発生状況 ク　シートベルト着用状況

【注】　対象：原付以上の第１当事者
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(5)　市内の交通死亡事故の特徴
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その近道は、
危険への近道かもしれません

※620人に対してアンケートを実施

横断歩道を利用しない理由は？ 横断時の危険性の認識は？ 安全確認の方法は？

が しています

高齢者の方へ、
・近くの横断歩道を利用しましょう
・横断前は必ず左右の安全確認をしましょう
・横断歩道利用中も、通行車両に注意しましょう

高齢者に対する意識調査結果

高齢者の行動特性

成人男性の約３分の２程度に低下する（１秒で１ｍ程度）

視野が狭くなり、周辺の状況を読み取る機能が低下したり、
車の速度や車との距離を見誤るリスクが大きくなる


